
         
 

 
 ２０２５年９⽉４⽇ 

会 員 各 位                            
                                                                 〒600-8877 
                                        京都市下京区⻄七条南⻄野町60 
                                           ⽇⽪協（⽇本産業⽪膚衛⽣協会） 

会員研修会のご案内 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
平素より当協会の事業につきまして、格別のご理解とご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、このたび当協会では、下記のとおり「秋の会員研修会」を開催いたします。ご多⽤の折とは存じます
が、万障お繰り合わせのうえ、ぜひご参加くださいますようご案内申し上げます。 

皆様のご参加を⼼よりお待ちしております。 
敬具 

 
記 

 
［⽇ 時］ ２０２５年１０⽉２３⽇（⽊） １３：３０〜 
 
［場 所］ リーガロイヤルホテル京都 2 階『朱雀の間』  
        〒600-8237 京都市下京区東堀川通り塩⼩路下ル松明町1 番地  電話 (075) 341-1121 
        ※ JR「京都」駅、1 階中央⼝より、⻄へ徒歩約7 分 

JR「京都」駅、1 階⼋条⼝より、シャトルバスで約5 分 
 
［プログラム］  
       1.〔報  告〕 13：30〜14：15 
      1) 技術委員会第１分科会                         （13：30〜13：45） 
              「圧迫による肌への影響 / 紫外線遮蔽による肌への影響」         副委員⻑ 藤⽥ 知樹 
      2) 技術委員会第２分科会                         （13：45〜14：00） 
        「リンスオフ製品のパッチテスト条件に関する検討（試験時季・試料貼付部位）」   

委員 ⾼⽊ 優輔 
      3) 技術委員会第３分科会                            （14：00〜14：15） 
        「貼付部位による⽪膚刺激性の違い（その２）」                   副委員⻑ 川上 哲郎 
 
    2.〔特別講演〕 14：30〜17：10	
      1) 「化粧品等に含まれる⾹料アレルゲン成分：国際規制動向と国内実態について」   

  （14：30〜15：40）	
国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所 ⽣活衛⽣化学部 部⻑ 内⼭ 奈穂⼦ 

 
………………… 休憩（20 分間）………………… 

 
2) 「河合法を⽤いた塩化ベンザルコニウム残留⾐類・繊維によるヒト⽪膚刺激性評価試験」 

（16：00〜17：10） 
北⾥⼤学医学部⽪膚科 講師 増澤 真実⼦ 

 
3.〔懇 親 会〕 17：30〜 2 階『ルボワ』 
 
 

＊参加費や申込⽅法などは裏⾯をご覧ください。 

 

回  覧     



   ◇ 参 加 要 領                                         
◆ 参 加 費（参加者1 名につき）   

 会員 ⾮会員 
講演会 

（報告〜特別講演） 
11,000円（税込） 16,500円（税込） 

懇親会   5,500円（税込）  5,500円（税込） 
講演会および懇親会 16,500円（税込） 22,000円（税込） 

※ 維持会員（企業様単位での会員）の⽅は、ご担当者様に限らず、どなたでも会員価格でご参加いただけます。 
※ 個⼈会員の⽅は、会員ご本⼈様に限り会員価格にてご参加いただけます。 
※ 講演会のみのご参加も可能です。 
※ 講演会終了後には、懇親会を開催いたしますので、ぜひご参加ください。 
 
◆ 申込⽅法 ご参加希望の⽅は、メールにて１０⽉１６⽇（⽊）までに、事務局までご連絡ください。 

【事務局】E-mail： info@jsch.or.jp 
 

 
 
 
 
 

※ お申し込み後、⼀週間以内に参加受付完了の返信メールが届かない場合は、お⼿数ですが 
お電話にてご連絡ください。（⽇⽪協事務局 ℡：075-312-5575） 

 
◆ 参加費お⽀払いについて 

お申し込み後、１０⽉２０⽇（⽉）までに、下記の⼝座へお振り込みくださいますようお願い 
いたします。 
参加費は当⽇のお⽀払いも可能ですが、受付の混雑を避けるため、できる限り事前のお振り込 
みにご協⼒をお願いいたします。 

        
銀⾏名 ⽀店名 ⼝座番号 ⼝座名 
京都銀⾏ ⻄七条⽀店 普通預⾦ ０７１５０６５ ⽇本産業⽪膚衛⽣協会 三菱UFJ銀⾏  ⻄七条⽀店 普通預⾦ ０２６８０８９ 

 
※ 振込⼿数料はご負担くださいますようお願いいたします。 
※ 当⽇受付でお⽀払いの⽅は、受付が混雑する可能性がございますので、お釣りのないようご準備ください。 
※ 請求書がご⼊⽤の⽅は、事務局までご連絡ください。 

    ・請求書は、原則としてメールにてお送りいたしますが、郵送をご希望の場合は、送付先ご住所を記 
載のうえ、メールにてその旨お知らせください。 

※ 領収書は、当⽇受付にてお渡しいたします。 
※ 10 ⽉20 ⽇（⽉）以降のキャンセルにつきましては、キャンセル料（参加費の100%）が発⽣いたしま 

すので、あらかじめご了承ください。維持会員の⽅でご都合がつかなくなられた場合、代理の⽅による 
ご出席も可能です。その際は、事前に事務局までご連絡ください。 
 

■ 参加申込・お問い合わせ先 ■ 
 

〒600-8877  京都市下京区⻄七条南⻄野町 60 
⽇本産業⽪膚衛⽣協会（⽇⽪協） 事務局 

 
TEL： 075-312-5575  E-mail： info@jsch.or.jp 
URL： http://www.jsch.or.jp 

 

お申し込みの際は、下記の項⽬についてご連絡くださいますようお願いいたします。 
・ 参加者⽒名（フルネーム） 
・ ご連絡先（メールアドレス、電話番号） 
・ 参加形態（ ①講演会および懇親会 または ②講演会のみ ） 
・ 参加費のお⽀払い⽅法（事前振込 または 当⽇⽀払い） 

 

当協会ホームページへ、会員研修会の詳細情報や 
最新のお知らせを掲載しております。下記のQR 
コードよりご覧いただけます。 
 

（当協会ホームページ） 

【振込先⼝座】 



 
 

〜講演会の内容ご案内〜 
�
今回の講演会は接触⽪膚炎の原因に関係する２題の特別講演が計画されている。�
�
⼀題⽬は国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所⽣活衛⽣化学部部⻑� 内⼭奈穂⼦先⽣による�

⾹料アレルゲン成分の実態と規制に関する講演である。⽪膚科の医師は接触⽪膚炎�
を診察する機会が少なくないが、その中には⾹粧品が原因で⽣じるものが含まれる。�
⾹粧品が原因として疑われる場合には、製品によるパッチテストを施⾏し、陽性反
応が⾒られた品については、再発防⽌のため、可能であれば成分についてさらに検
討することになる。⾹料も当然対象となるが、我が国の製品では個々の⾹料成分ま
では表⽰されていないため、⽇常診療において具体的な原因成分まで解明されるケ
ースは少ないと⾔わざるを得ない。本講演では（１）諸外国における⾹料アレルゲ
ン成分の規制や表⽰に関する状況について、（２）我が国の製品に含まれる⾹料ア�
レルゲン成分の分析結果に基づいた実状について� お話いただくことになっている。
⽪膚科医にとってもメーカーで安全性の向上に取り組んでいる研究者にとっても⾮�
常に有益かつ貴重な情報となることが期待される。�
�
⼆題⽬は北⾥⼤学医学部⽪膚科� 増澤真実⼦先⽣による⽪膚炎症例の原因解明に�

関する興味深い検討結果である。洗濯物の⽣乾き臭を防⽌するために市販の消毒剤
を利⽤することが⺠間で流⾏しているようであるが、これが原因で刺激性の⽪膚炎
を⽣じる可能性があることを、河合法を活⽤して⽰唆された実践報告である。情報
⾃体⼤変興味深く、貴重なものであるが、症例発⾒の端緒から原因の探索、テスト
による検討・実証まで、⽪膚科診療の第⼀線における研究的診療の実際に触れてい
ただく意味でも意義深い講演になると期待される。�
�

⼤阪⼤学名誉教授・⽪膚科�
株式会社河合産業⽪膚医学研究所� 顧問�

吉川� 邦彦�
�
�

�
＊裏⾯の講師プロフィールもご覧ください。�



講師プロフィール【1】 
 

特別講演 
1 

化粧品等に含まれる⾹料アレルゲン成分 
：国際規制動向と国内実態について 

 
講師  内⼭ 奈穂⼦（うちやま なほこ） 先⽣   

国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所 ⽣活衛⽣化学部 部⻑ 
 
【略歴】2004 年  3 ⽉：京都⼤学⼤学院薬学研究科博⼠後期課程修了 博⼠（薬学）取得 

2004 年  4 ⽉：国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所 ⽣薬部 任期付研究員 
2004 年 10 ⽉：同志社⼥⼦⼤学 薬学部 特別任⽤助⼿ 
2006 年 10 ⽉〜2023 年 3 ⽉： 

国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所 ⽣薬部 研究員／主任研究官／第⼆室⻑ 
2023 年 4 ⽉〜：国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所 ⽣活衛⽣化学部・部⻑ 

 
【現在の研究内容】 
⽣活環境中における，特に室内空気，⽔道⽔，化粧品，家庭⽤品を通じ，様々な経路で⼈
体に取り込まれる化学物質や有害物質に関する試験や必要な検査法の開発，並びにこれら
規格及び基準策定に必要な研究を⾏っている． 
また，これら化学物質による健康被害等の原因解明にも取り組んでいる． 
 
【実績】 
資格：博⼠（薬学），薬剤師 
 
受賞歴： 
（国内）第 15 回⽇本法中毒学会吉村賞（学術奨励賞），（海外）第 66 回薬⽤植物・天然 
物学会国際会議・年次⼤会（GA2018）ポスター賞（The 66th International Congress and  
Annual Meeting of the Society for Medicinal Plant and Natural Product Research）ほか 
 
【公的委員会等】 
１. 厚⽣労働省 薬事審議会 ⽇本薬局⽅部会／化粧品・医薬部外品部会／化学物質安全対

策部会・家庭⽤品安全対策調査会 臨時委員 
２. 厚⽣労働省 医薬部外品原料規格検討連絡会議／医薬品添加物規格検討連絡会議 委員 
３. PMDA ⽇本薬局⽅原案検討委員会 標準品委員会／医薬品添加物委員会 委員 
４. 内閣府 ⾷品安全委員会 添加物専⾨調査会 栄養成分関連添加物ワーキンググループ

／かび毒・⾃然毒等専⾨調査会 専⾨委員 
５. 環境省 ⽔道⽔質検査法検討会／⽔道⽔質検査精度管理検討会 委員 ほか 

 
【学会等】 
⽇本薬学会代議員，⽇本薬学会レギュラトリーサイエンス部会常任世話⼈，⽇本⾷品化学
学会評議員ほか 

講師プロフィール【2】  
特別講演

2 
河合法を⽤いた塩化ベンザルコニウム残留⾐類・繊維による 
ヒト⽪膚刺激性評価試験 

 
講師  増澤 真実⼦（ますざわ まみこ） 先⽣ 

北⾥⼤学医学部⽪膚科 講師（医学博⼠） 
 
【略歴】 2000 年  3 ⽉ 聖マリアンナ医科⼤学卒 

2000 年 4 ⽉ 東京医科⻭科⼤学医学部⽪膚科⼊局 
2003 年 4 ⽉ 北⾥⼤学医学部⽪膚科 

 
【所属学会】 ⽇本⽪膚科学会、⽪膚悪性腫瘍学会評議員、⽪膚免疫アレルギー学会 
 
 



 

 

JR「京都」駅 
・1 階中央⼝より、⻄へ徒歩約 7 分 
・1 階⼋条⼝より、シャトルバスで約 5 分 

https://www.rihga.co.jp/kyoto/access 

https://www.rihga.co.jp/kyoto/access/free_bus/ 



 
 

 

 
 




